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大
学
生
の
「
就
活
」
ル
ー
ル
を
巡
っ
て
動
き
が

慌
た
だ
し
い
。
経
団
連
の
中
西
宏
明
会
長
の
「
提

案
」
を
契
機
に
、就
活
の
自
由
化
が
議
論
と
な
り
、

経
団
連
は
解
禁
日
を
設
け
た
従
来
の
指
針
の
廃
止

を
決
定
。
代
わ
っ
て
政
府
主
導
で
、
二
〇
二
一
年

入
社
（
現
在
の
大
学
二
年
生
）
ま
で
現
行
の
ル
ー

ル
と
し
、
二
二
年
入
社
組
（
現
在
の
大
学
一
年
生
）

に
つ
い
て
も
維
持
す
る
方
向
だ
。だ
が
、学
生
、大
学
、

企
業
と
も
戸
惑
い
の
声
が
広
が
る
。
就
活
戦
線
の

行
方
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
北
海
道
の
地
方
都
市
の
大
学
に
通
う
男
子
大
学

四
年
生
。
昨
年
夏
、
一
部
の
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
も
の
の
、
本
格
的
な
就
活
は

会
社
説
明
会
が
解
禁
と
な
っ
た
三
月
一
日
以
降
か

ら
始
め
た
。
説
明
会
に
参
加
し
た
の
は
三
〇
社
ほ

ど
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
た
の
は
約
一

五
社
。最
初
は
出
遅
れ
た
か
な
と
心
配
だ
っ
た
が
、

就
活
は
概
ね
順
調
で
、
五
月
に
初
の
「
内
々
定
」

を
得
た
。「
や
っ
ぱ
り
売
り
手
市
場
な
の
か
な
」

と
感
じ
た
。
六
月
ま
で
に
結
局
、
計
四
社
の
「
入

社
切
符
」
を
手
に
し
た
。

　
四
社
の
「
内
々
定
者
懇
談
会
」
に
出
席
し
、
承

諾
書
の
提
出
を
延
期
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
第
一

希
望
業
種
の
他
の
会
社
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

出
し
、
結
果
を
待
っ
た
が
、
か
な
わ
な
か
っ
た
。

一
〇
月
に
入
り
、
第
二
希
望
の
道
内
大
手
企
業
に

内
定
承
諾
書
を
出
し
た
。
判
断
材
料
は
会
社
の
規

模
と
安
定
性
だ
っ
た
。

　
た
だ
、
約
四
カ
月
間
の
就
活
に
は
多
く
の
負
担

散 射 韻

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
目
指
す
が
、
退
社
・
休
職

に
歯
止
め
は
か
か
ら
な
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
大
学
生
も
、
企
業
も
大
き
な
労
力
を
使
う
「
就

活
」。
大
学
生
活
を
そ
っ
ち
の
け
で
就
活
に
い
そ

し
む
若
者
。
就
活
以
外
に
も
っ
と
経
験
す
べ
き
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
で
何

カ
月
も
企
業
を
訪
問
し
続
け
る
よ
り
、
研
究
に
没

頭
し
た
り
、
映
画
や
音
楽
、
文
学
に
夢
中
に
な
っ

た
り
す
る
大
学
生
の
方
が
、入
社
後
の
「
伸
び
代
」

が
あ
る
と
思
う
。
人
事
担
当
者
に
と
っ
て
も
、
年

中
、
採
用
に
奔
走
す
る
よ
り
、
働
き
方
改
革
な
ど

に
注
力
す
る
こ
と
が
企
業
力
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
る
は
ず
だ
。

　
ル
ー
ル
が
な
く
な
れ
ば
、
さ
ら
に
「
弱
肉
強
食

の
就
活
」
が
進
む
。
就
活
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど

費
用
が
か
さ
む
地
方
の
学
生
は
不
利
に
な
る
し
、

採
用
活
動
に
人
も
金
も
か
け
ら
れ
る
大
企
業
ほ
ど

有
利
に
な
る
。
学
生
、
企
業
と
も
、
も
っ
と
省
力

化
で
き
る
「
短
期
決
戦
」
の
就
活
を
模
索
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
そ
も
そ
も
守
れ
な
い
か
ら
ル
ー
ル
を
や
め
よ
う

と
い
う
発
想
が
日
本
の
経
済
界
ト
ッ
プ
に
あ
る
の

な
ら
、
そ
の
資
質
も
問
わ
れ
か
ね
な
い
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
て
は
外
資
系
企
業
に
負
け
る
と
い
う

発
想
も
責
任
転
嫁
だ
ろ
う
。
ル
ー
ル
の
た
め
に
人

材
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
大
学
生
に
と
っ

て
、
国
内
企
業
よ
り
外
資
系
企
業
が
魅
力
的
に
映

る
結
果
で
も
あ
る
。

＜

洋＞

と
犠
牲
も
あ
っ
た
。
札
幌
や
東
京
へ
移
動
を
繰
り

返
し
、
大
学
の
ゼ
ミ
の
担
当
教
授
か
ら
は
「
就
職

が
決
ま
る
ま
で
研
究
室
に
来
な
く
て
い
い
」
と
言

わ
れ
、
四
カ
月
間
は
一
度
も
大
学
に
通
わ
な
か
っ

た
。
一
回
の
上
京
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
説

明
会
に
参
加
す
る
よ
う
日
程
を
調
整
し
た
が
、
移

動
に
か
か
っ
た
交
通
費
や
宿
泊
代
は
三
〇
万
円
ほ

ど
。
親
に
負
担
し
て
も
ら
っ
た
が
、気
が
引
け
た
。

「
こ
れ
か
ら
バ
イ
ト
を
し
て
、
少
し
で
も
返
す
つ

も
り
だ
」
と
言
う
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
っ
と
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
、
優
秀
な
人
材
は
他
社
に
流
れ
る
」。
東

京
に
本
社
が
あ
る
企
業
の
人
事
担
当
者
は
既
に
来

年
の
就
活
へ
目
が
向
く
。
年
中
、
採
用
試
験
を
し

て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
。

　
同
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
三
月
の
説
明

会
前
に
数
人
を
「
青
田
買
い
」
し
た
も
の
の
、
ラ

イ
バ
ル
他
社
は
数
倍
の
人
材
を
確
保
し
て
い
た
よ

う
だ
。
通
常
の
採
用
試
験
の
応
募
者
は
年
々
減
少

し
、
ピ
ー
ク
時
の
半
数
ほ
ど
。
業
界
自
体
の
人
気

が
低
下
し
て
い
る
上
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
他
社
と
の
競
争
が
激
化
し
、
人
材
確
保
は
困
難

さ
を
増
す
。

　
今
夏
か
ら
は
大
学
三
年
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
強
化
し
た
。
回
数
を
大

幅
に
増
や
し
、「
青
田
買
い
」
の
採
用
枠
も
増
や

す
方
針
だ
。

　
だ
が
、
毎
年
、
新
人
社
員
の
退
社
・
休
職
に
悩

む
。
採
用
試
験
内
容
を
毎
年
の
よ
う
に
変
え
て
、

就活自由化で人材が集まるか


